
自律 敬愛 創造  練馬区立谷原中学校 

 校 長 大 槻  亨 

 令和４年２月２４日 

 ２月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷原中だより 

タブレットパソコン活用から１年 

校 長 大槻 亨  

 

昨年の１月末に練馬区教育委員会が生徒一人一人にタブレットパソコ 

ンの貸与をしてから１年が過ぎました。これは、国が主導する「ＧＩＧ 

Ａスクール構想」の一環として配付されたものです。「ＧＩＧＡスクール 

構想」とは、一人一台の児童生徒用パソコンの配備と学校内の高速ネッ 

トワーク環境などを整備する計画のことです。このタブレットは、新型 

コロナウイルス感染症拡大の影響により、配付予定が大幅に前倒しされ 

ました。 

これまで授業ではインターネットを通して調べ学習を行うだけではな 

く、グループワークで意見をまとめるなどの活動に加え、授業の振り返 

りや課題の配信などに使用してきました。また、欠席をしている生徒に 

は、オンラインによる学習支援や授業のオンライン配信も行ってきまし 

た。タブレットの使用にあたっては、教員の習熟が十分でない中でのス 

タートであったため、当初は戸惑いも多くありました。この１年で研修 

を重ね、タブレットの活用頻度が増加してきました。 

ここで、一つ気になるデータがあります。それは、日本が学校の授業において、コンピュータなどの

デジタル機器の利用時間が短く、OECD（経済協力開発機構）加盟国中最下位であるとの報告です。これ

は、2018 年に OECD が実施した学習到達度調査（PISA）での結果です。PISA とは、義務教育修了段階の

15歳を対象に、2000年から３年ごとに、読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシー（リテラシーと

は、活用する能力や応用力などを指します）の３分野で実施してきた調査です。この調査には79の国・

地域で約60万人が参加しました。 

文部科学省によると日本の数学的リテラシー及び科学的リテラシーは、引き続き世界トップレベルで

あるとしています。一方で今回の調査の中心分野であった読解力は、OECD 平均より高得点のグループに

位置しているものの、前回の2015年の調査より12点低く、順位が8位から15位に低下しました。これ

は、2003年の調査で「PISAショック」と言われた結果に匹敵します。このときは、読解力の順位が8位

から14位へと急落し、全国学力調査など脱ゆとり政策開始のきっかけともなりました。しかし、文部科

学省が今回の順位低下の要因として分析していることの一つに回答方法がコンピュータを使用する方式

に変わったことを挙げています。例えば、長文の課題文をスクロールして読んだり、Web リンクのクリ

ックやタブの切替えで他画面に移動したりするなどの調査設計に生徒が慣れていないことを挙げている

のです。この調査は３年に一回のため、本来は2021年に実施される予定でしたが、新型コロナウイルス

感染症の拡大のため、今年実施をされる予定になっています。コンピュータの習熟がどこまで進み、結

果にどのように反映されるのか注視していきたいと思います。 

いずれにしてもこれからタブレットは、令和時代の学習のスタンダードとなっていきます。今後は、

コンピュータの活用能力だけではなく、情報そのものの活用能力をいかに育成していくかが課題である

と思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の予定から 
日 曜 おもな予定  日 曜 おもな予定 

1 火 専門委員会  都立一次発表･手続き  17 木 卒業式前日準備          職員打合せ 

2 水 『3年 振替休業日』  18 金 第45回 卒業式             学年会 

3 木 中央委員会  19 土  

4 金 避難訓練   都立二次出願  20 日  

5 土   21 月 『春分の日』 

6 日   22 火 あいさつ運動(2年) 1･2年､F組 保護者会 

7 月 あいさつ運動(1年) 生徒朝礼  23 水                     学年会 

8 火   24 木 重点清掃 

9 水         都立二次入試     職員会議  25 金 修了式             職員会議､学年会 

10 木   26 土  『春季休業日』 

11 金 文化発表会展示準備  27 日  

12 土   28 月  

13 日   ２９ 火  

1４ 月 文化発表会展示会(17日まで) あいさつ運動(3年)  ３０ 水  

1５ 火  表彰     都立二次発表･手続き  ３１ 木  

1６ 水  1年 校外学習             学年会     

“京都に行Ｋｙｏｔｏ” 
～学びと楽しみの両立～ 

 

        修学旅行担当 柴  勇太 

               金子 靖弘 

 当初９月26日(日)～28日(火)に予定されて

いた修学旅行でした。新型コロナウィルス感

染症の影響により、およそ５ヶ月遅れで実施

することになりました。いろいろ制約はあり

ますが、まず実施できることに感謝したいと

思います。感染予防対策を徹底し、無事に帰

ってきたいと思います。 

 ２年生の後半から準備を始め、京都・奈良

の地理や歴史、班行動のコース決めや見学地

の事前学習に取り組んできました。生活面で

は、実行委員会を中心に修学旅行を成功させ

るためのルール作りを進めてきました。 

 いよいよ本番です。これまで準備してきた

ことを活かして、～学びと楽しみを両立した

～修学旅行を作り上げましょう。 

 卒業までのカウントダウンが始まっていま

す。一日一日を大切に過ごしてお互いの心の

距離を縮めていきましょう。学年の団結力・

絆を強めていきましょう。３月１８日、全員

が笑顔で巣立ちの日を迎えられるよう修学旅

行を成功させましょう。 

“困難から創造へ” 

 

     文化的行事委員会 前田 健太 

 今年の文化発表会も昨年度に引き続き、合

唱コンクールをはじめとする舞台発表の中止

が決定しました。私たち担当者も残念でなり

ません。文化発表会（合唱コンクール）の準

備は夏休み前から始まっていました。各クラ

スから実行委員を選出し、課題曲や自由曲、

指揮者や伴奏者を決めて少しずつ練習も始ま

っていました。今年こそは「クラスでハーモ

ニーを奏でることができる」と期待していた

だけに生徒たちの落胆も計り知れません。 

 しかし、いつまで残念がっていても先へ進

むことはできません。私たちは困難を乗り越

え、新しいものを創造する知恵と実行力をも

っているはずです。新型コロナウィルス感染

症の影響で私たちが経験した多くの制限や困

難は、必ず将来役に立つ日が来ると思いま

す。よりよい文化発表会にするために、今自

分たちにできることは何か。想像することは

創造することにつながります。３月１４日か

ら始まる「文化発表会展示会」が充実したも

のになるよう、みんなで協力していきましょ

う。 


